
土壌貯蔵施設における沈下・変位量計測の見直しについて（案）

はじめに
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○土壌貯蔵施設の沈下・変位量の計測箇所及び頻度について、これまでの計測結果を踏まえて
（データが安定している）計測頻度の見直しを行う。

堰堤・遮水工・被覆工の計測イメージ

○２０１７年１０月に開催した県主催の専門家会議で、環境省より、土壌貯蔵施設の計測箇所、
頻度等を説明。

計測箇所及び頻度

○２０２２年度末以前に埋立が完了した大熊①工区、双葉①工区東、双葉②工区は、専門家会議で
示した頻度等を踏まえて、堰堤等の計測箇所を月１回の頻度で実施。

専門家会議資料（抜粋）

○上記以外の大熊②工区、大熊③工区、大熊④工区、大熊⑤工区、双葉①工区西、双葉③工区も
同様に、堰堤等の計測箇所を月１回の頻度で実施。

○今回は２０２２年度以前に埋立が完了した土壌貯蔵施設の見直しを行う。



土壌貯蔵施設における沈下・変位量計測の見直しについて（案）

①堰堤（上段）：スライド６～１０
○直近６か月の変位量の平均値と３か月後の変位量の予想値を比較しその差を算出
・大熊①工区北区画：＋５㎜ ・大熊①工区東区画：－２㎜ ・大熊①工区南区画：＋５㎜
・双葉①工区東：＋４㎜ ・双葉②工区：－２㎜
○双葉①工区東と双葉②工区は±５ｍｍ以内ではあるが、大熊①工区は変化が継続している
ことから、計測頻度は現行どおり（１回/月）とする

計測頻度の見直し
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■検討にあたり、過去、今後において沈下・変位量が有意な変化の無い箇所の計測頻度を見直す。
その手法は以下のとおり。
〇堰堤（上・下段）、遮水工基盤面、被覆工の計測点の抽出は２０２４年２月を基点とした直近
６か月前の変化量（最大値と最小値の差）が最大の箇所とした
〇３か月後の予想値は２０２４年２月を基点とした直近６か月前からの近似曲線にて算出
〇直近６か月前の平均値と３か月後の予想値を比較して傾向を確認
■検討方法
〇変位量ならびに沈下量の平均値と予想値を比較
〇比較した際の差が±５ｍｍ以上の場合は頻度を現状通り、±５ｍｍ未満の場合は頻度を見直す

②堰堤（下段） ：スライド１２～１６
○直近６か月の変位量の平均値と３か月後の変位量の予想値を比較しその差を算出
・大熊①工区北区画：－１㎜ ・大熊①工区東区画：－４㎜ ・大熊①工区南区画：＋４㎜
・双葉①工区東：＋２㎜ ・双葉②工区：＋４㎜

〇全ての工区（区画）で±５ｍｍ以内であることから、計測頻度を1回/月から1回/3か月に見直す



土壌貯蔵施設における沈下・変位量計測の見直しについて（案） 3

③遮水工基盤面：スライド１８～２２
○直近６か月の沈下量の平均値と３か月後の沈下量の予想値を比較しその差を算出
・大熊①工区北区画：ー４㎜ ・大熊①工区東区画：ー３㎜ ・大熊①工区南区画：ー４㎜
・双葉①工区東：±０㎜ ・双葉②工区：ー２㎜
○全ての工区（区画）で±５ｍｍ以内であることから、計測頻度を1回/月から1回/３か月に見直す

④被覆工：スライド２４～２８
○直近６か月の沈下量の平均値と３か月後の沈下量の予想値を比較しその差を算出
・大熊①工区北区画：＋２３㎜ ・大熊①工区東区画：＋１７㎜ ・大熊①工区南区画：＋１４㎜
・双葉①工区東：＋１２㎜ ・双葉②工区：＋１５㎜
○全ての工区（区画）で±５ｍｍ以上であることから、計測頻度は現行どおり（１回/月）とする
〇被覆工は除去土壌の埋立であり圧密沈下が継続するため、沈下量状況などを踏まえて、計測
頻度の考え方や計測方法を別途検討する

⑤浸出水集水ピット：スライド３０～３４
○直近６か月の変位量の平均値と３か月後の変位量の予想値を比較しその差を算出
・大熊①工区北区画：±０㎜ ・大熊①工区東区画：ー２㎜ ・大熊①工区南区画：ー１㎜
・双葉①工区東：＋１㎜ ・双葉②工区：±０㎜
○全ての工区（区画）で±５ｍｍ以内であることから、計測頻度を1回/月から1回/3か月に見直す

⑥浸出水処理設備、浸出水調整設備：スライド３６～３７
○直近６か月の沈下量の平均値と３か月後の沈下量の予想値を比較しその差を算出
・大熊①工区：（水処理施設）＋１㎜、（貯留タンク）＋２㎜
・双葉②工区：（水処理施設）＋２㎜、（貯留タンク）ー３㎜
○全ての工区で±５ｍｍ以内であることから、計測頻度を1回/月から1回/3か月に見直す



土壌貯蔵施設における沈下・変位量計測の見直しについて（案）

①堰堤（上段）：スライド３９～４１
○測定点ⒶとⒷは、測定箇所も近接し、これまでの測定結果から、双方の変位量は同程度または

Ⓐが大きい傾向にあるため、計測点Ⓐのみを計測する

計測箇所の見直し

②堰堤（下段）：スライド３０～３４、４３～４４
○計測点ⒸとⒹは、測定箇所も近接し、これまでの測定結果から、 双方の変位量は同程度または
Ⓒが大きい傾向にあるため、計測点Ⓒのみを計測する
〇計測点Ⓔは計測を継続する

○計測点Ⓕは計測頻度の⑤浸出水集水ピットの検討結果より、支持地盤の変位量は終息傾向が
想定されることから計測を省略する
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図 ：堰堤・遮水工・被覆工の計測イメージ

※２段未満の場合は②堰堤（下段）部分を採用する（スライド４４）



①堰堤（上段）
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計測頻度の見直し



大熊①工区 北（堰堤：上段）

◆直近６か月の変化量：１０ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋５ｍｍ

6

＜経過グラフ＞＜傾向＞

直近６か月から算出

計測値

６１2024年2月

５１直近６か月の最小値

６１直近６か月の最大値

５７直近６か月の平均値（〇部分）

６２３か月後の予想値
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３ヶ月後の予想値

北4-4 予想値 平均値 予想線



大熊①工区 東（堰堤：上段） 7

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：６ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－２ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

２４2024年2月

２１直近６か月の最小値

２７直近６か月の最大値

２４直近６か月の平均値（〇部分）

２２３か月後の予想値
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３ヶ月後の予想値

東2-4 予想値 平均値 予想線



大熊①工区 南（堰堤：上段） 8

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：７ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋５ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

５４2024年2月

５１直近６か月の最小値

５８直近６か月の最大値

５５直近６か月の平均値（〇部分）

６０３か月後の予想値
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３ヶ月後の予想値

南2-4 予想値 平均値 予想線



双葉①工区 東側（堰堤：上段） 9

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：４ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋４ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

５２2024年2月

４８直近６か月の最小値

５２直近６か月の最大値

５０直近６か月の平均値（〇部分）

５４３か月後の予想値
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双葉②工区（堰堤：上段） 10

＜経過グラフ＞＜傾向＞

◆直近６か月の変化量：６ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－２ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

２2024年2月

２直近６か月の最小値

８直近６か月の最大値

５直近６か月の平均値（〇部分）

３３か月後の予想値
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②堰堤（下段）
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計測頻度の見直し



大熊①工区 北（堰堤：下段） 12

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：３ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－１ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

２６2024年2月

２６直近６か月の最小値

２９直近６か月の最大値

２８直近６か月の平均値（〇部分）

２７３か月後の予想値
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大熊①工区 東（堰堤：下段） 13

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：６ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－４ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

２３2024年2月

２３直近６か月の最小値

２９直近６か月の最大値

２５直近６か月の平均値（〇部分）

２１３か月後の予想値
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大熊①工区 南（堰堤：下段） 14

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：６ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋４ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

１０2024年2月

７直近６か月の最小値

１３直近６か月の最大値

１０直近６か月の平均値（〇部分）

１４３か月後の予想値
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双葉①工区 東側（堰堤：下段） 15

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：２ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋２ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

４2024年2月

２直近６か月の最小値

４直近６か月の最大値

３直近６か月の平均値（〇部分）

５３か月後の予想値
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双葉②工区（堰堤：下段） 16

＜経過グラフ＞＜傾向＞

◆直近６か月の変化量：９ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋４ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

１７2024年2月

１６直近６か月の最小値

２５直近６か月の最大値

２１直近６か月の平均値（〇部分）

２５３か月後の予想値
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③遮水工基盤面
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計測頻度の見直し



大熊①工区 北（遮水工基盤面） 18

＜経過グラフ＞＜傾向＞

◆直近６か月の変化量：４ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－４ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

７４2024年2月

７４直近６か月の最小値

７８直近６か月の最大値

７６直近６か月の平均値（〇部分）

７２３か月後の予想値
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大熊①工区 東（遮水工基盤面） 19

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：５ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－３ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

４１2024年2月

４１直近６か月の最小値

４６直近６か月の最大値

４５直近６か月の平均値（〇部分）

４２３か月後の予想値
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大熊①工区 南（遮水工基盤面） 20

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：７ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－４ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

５９2024年2月

５８直近６か月の最小値

６５直近６か月の最大値

６１直近６か月の平均値（〇部分）

５７３か月後の予想値
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双葉①工区 東側（遮水工基盤面） 21

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：１ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：±０ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

４８2024年2月

４７直近６か月の最小値

４８直近６か月の最大値

４８直近６か月の平均値（〇部分）

４８３か月後の予想値
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双葉②工区（遮水工基盤面） 22

＜経過グラフ＞＜傾向＞

◆直近６か月の変化量：６ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－２ｍｍ

直近６か月から算出

計測値
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１１７直近６か月の最小値
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④被覆工

23

計測頻度の見直し



大熊①工区 北（被覆工） 24

＜経過グラフ＞＜傾向＞

◆直近６か月の変化量：１６ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋２３ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

３３５2024年2月

３１９直近６か月の最小値

３３５直近６か月の最大値

３２７直近６か月の平均値（〇部分）

３５０３か月後の予想値
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B-3 予想値 平均値 予想線



大熊①工区 東（被覆工） 25

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：２５ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋１７ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

１３６2024年2月

１１１直近６か月の最小値

１３６直近６か月の最大値

１２５直近６か月の平均値（〇部分）

１４２３か月後の予想値
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３ヶ月後の予想値

B-1 予想値 平均値 予想線



大熊①工区 南（被覆工） 26

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：２４ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋１４ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

１５０2024年2月

１２６直近６か月の最小値

１５０直近６か月の最大値

１３９直近６か月の平均値（〇部分）

１５３３か月後の予想値
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３ヶ月後の予想値

B-3 予想値 平均値 予想線



双葉①工区 東側（被覆工） 27

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：２２ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋１２ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

３８９2024年2月

３６７直近６か月の最小値

３８９直近６か月の最大値

３７８直近６か月の平均値（〇部分）

３９０３か月後の予想値
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３ヶ月後の予想値

BF-9 予想値 平均値 予想線



双葉②工区（被覆工） 28

＜経過グラフ＞＜傾向＞

◆直近６か月の変化量：２３ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋１５ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

１１３2024年2月

９１直近６か月の最小値

１１４直近６か月の最大値

１０５直近６か月の平均値（〇部分）

１２０３か月後の予想値
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B-13 予想値 平均値 予想線



⑤浸出水集水ピット

29

計測頻度の見直し



大熊①工区 北（浸出水集水ピット） 30

＜経過グラフ＞＜傾向＞

◆直近６か月の変化量：６ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：±０ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

１５2024年2月

１１直近６か月の最小値

１７直近６か月の最大値

１４直近６か月の平均値（〇部分）

１４３か月後の予想値

17

13 11
14 14 15 1414

0

5

10

15

20

25

30

2023/9 2023/10 2023/11 2023/12 2024/1 2024/2 2024/3 2024/4 2024/5

３ヶ月後の予想値

北P-1 予想値 平均値 予想線



大熊①工区 東（浸出水集水ピット） 31

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：４ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－２ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

４2024年2月

４直近６か月の最小値

８直近６か月の最大値

６直近６か月の平均値（〇部分）

４３か月後の予想値
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東P-1 予想値 平均値 予想線



大熊①工区 南（浸出水集水ピット） 32

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：３ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－１ｍｍ

直近６か月から算出

計測値
６2024年2月

６直近６か月の最小値

９直近６か月の最大値

 ８直近６か月の平均値（〇部分）

 ７３か月後の予想値
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南P-1 予想値 平均値 予想線



双葉①工区 東側（浸出水集水ピット） 33

＜傾向＞ ＜経過グラフ＞

◆直近６か月の変化量：２ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：＋１ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

２１2024年2月

２０直近６か月の最小値

２２直近６か月の最大値

２１直近６か月の平均値（〇部分）

２２３か月後の予想値
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３ヶ月後の予想値

集水ピット 予想値 平均値 予想線



双葉②工区（浸出水集水ピット） 34

＜経過グラフ＞＜傾向＞

◆直近６か月の変化量：５ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：±０ｍｍ

直近６か月から算出

計測値

７2024年2月

７直近６か月の最小値

１２直近６か月の最大値

 ９直近６か月の平均値（〇部分）

 ９３か月後の予想値
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⑥浸出水処理施設、浸出水調整設備

35

計測頻度の見直し



大熊①工区（浸出水処理設備、浸出水調整設備） 36

＜経過グラフ＞＜傾向＞

◆直近６か月の変化量：１～２ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の

予想値の比較（差）：１～２ｍｍ

直近６か月から算出

計測値
２９2024年2月

水
処
理
設
備

２９直近６か月の最小値
３０直近６か月の最大値
２９直近６か月の平均値（〇部分）
３０３か月後の予想値
１１2024年2月

貯
留
タ
ン
ク

９直近６か月の最小値
１１直近６か月の最大値
１０直近６か月の平均値（〇部分）
１２３か月後の予想値
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平均値(水処理) 平均値(貯留)

予想線（水処理） 予想線（タンク）



双葉②工区（浸出水処理設備、浸出水調整設備） 37

＜経過グラフ＞＜傾向＞

◆直近６か月の変化量：２～３ｍｍ
◆直近６か月の平均値と３か月後の
予想値の比較（差）：－３～＋２ｍｍ

直近６か月から算出

計測値
ー１３2024年2月

水
処
理
設
備

ー１１直近６か月の最小値
ー１３直近６か月の最大値
ー１２直近６か月の平均値（〇部分）
ー１４３か月後の予想値
ー１１2024年2月

貯
留
タ
ン
ク

ー１１直近６か月の最小値
ー１４直近６か月の最大値
ー１２直近６か月の平均値（〇部分）
 ー９３か月後の予想値
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①堰堤（上段）

38

計測箇所の見直し



大熊①工区 北（上段堰堤その１） 39

＜比較グラフ＞

＜傾向＞

「1ｰ4」と「 1ｰ4 A」の比較
◆期間中の平均計測値と３か月後の予想値の比較：
Ⓐ点で３ｍｍ、Ⓑ点で２ｍｍ →（Ⓐ点≒Ⓑ点）

除去土壌側と法面側の両端の計測結果を比較

※除去土壌側（内側）をⒶ点、法面側（外側）をⒷ点

「2ｰ5」と「 2ｰ5 A」の比較
◆期間中の平均計測値と３か月後の予想値の比較：
Ⓐ点で４ｍｍ、Ⓑ点で３ｍｍ →（Ⓐ点≒Ⓑ点）



大熊①工区 北（上段堰堤その２） 40

＜比較グラフ＞

＜傾向＞

「3ｰ5」と「 3ｰ5 A」の比較
◆期間中の平均計測値と３か月後の予想値の比較：
Ⓐ点で２ｍｍ、Ⓑ点で５ｍｍ →（Ⓐ点≒Ⓑ点）

除去土壌側と法面側の両端の計測結果を比較

※除去土壌側（内側）をⒶ点、法面側（外側）をⒷ点

「4ｰ4」と「 4ｰ4 A」の比較
◆期間中の平均計測値と３か月後の予想値の比較：
Ⓐ点で１８ｍｍ、Ⓑ点で３ｍｍ →（Ⓐ点＞Ⓑ点）



その他 41

◆計測点Ⓔ
主に法面の円弧すべりを監視するため計測を継続する

◆計測点Ⓕ

計測頻度見直しの⑤浸出水集水ピットの検討結果より、各工区（区画）ともに支持地盤の
変位量は終息傾向が想定されることから計測を省略する

計測点Ⓔおよび計測点Ⓕについて（２段以上の場合）

図 ：堰堤・遮水工・被覆工の計測イメージ

円弧すべり

ピット



②堰堤（下段）

42

計測箇所の見直し



大熊①工区 北（下段堰堤） 43

＜比較グラフ＞

＜傾向＞

「3ｰ4」と「 3ｰ3」の比較
◆期間中の平均計測値と３か月後の予想値の比較：
Ⓒ点で２ｍｍ、Ⓓ点で２ｍｍ → （Ⓒ点＝Ⓓ点）

上段堰堤法尻と下段堰堤法肩の両端の計測結果を比較

※上段堰堤法尻（内側）をⒸ点、下段堰堤法肩（外側）をⒹ点

「2ｰ4」と「2ｰ3」の比較
◆期間中の平均計測値と３か月後の予想値の比較
Ⓒ点で１ｍｍ、Ⓓ点で１ｍｍ →（Ⓒ点＝Ⓓ点）
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期間中の平均計測値

３ヶ月後の予想値



その他 44

計測点Ⓔおよび計測点Ⓕについて（２段未満の場合）

◆計測点Ⓔ
主に法面の円弧すべりを監視するため計測を継続する

◆計測点Ⓕ

計測頻度見直しの⑤浸出水集水ピットの検討結果より、各工区（区画）ともに支持地盤の
変位量は終息傾向が想定されることから計測を省略する

図 ：堰堤・遮水工・被覆工の計測イメージ

円弧すべり

ピット


